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4.3 信頼済みデバイス 

サインイン時に「今後 XX 日はこのメッセージを表示しない」オプションを選択してサインインすると、操

作端末が信頼済みデバイスに登録され、その後同じ端末の同じブラウザでサインインした時の多要素認証を

一定期間省略させることができます。 

 

4.3.1 信頼済みデバイスを登録する 

認証方法を設定したユーザーで本学の Office 365 にサインインします。（http://portal.office.com/ ） 

 

① 以下の画面が表示されたら、「今後 XX 日間はこのメッセージを表示しない」の左横のチェックボックス

にチェックを入れ、多要素認証の操作を実施してサインインします。 

 

※ 既定の認証方法により、以下のいずれかの画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【認証用電話の「テキストメッセージによる認証」の場合】 【認証用電話の「電話による認証」の場合】 

【アプリの「通知による認証」の場合】 【アプリの「確認コードによる認証」の場合】 
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※ 「今後 XX 日間はこのメッセージを表示しない」の「XX」は管理者が設定した日数が表示されます。 

※ 本手順に沿って信頼済みデバイスに登録した端末からのサインインであっても、以下の場合は多要素  

認証を要求されます。 

 信頼済みデバイスへの登録操作を実施したブラウザとは別のブラウザを使用してサインインした場

合。 

 信頼済みデバイスへの登録操作を実施したブラウザの Cookie を削除した場合。 

 管理者が設定した「今後 XX 日間はこのメッセージを表示しない」の「XX 日間」を経過した場合。 

 

4.3.2 信頼済みデバイスを解除する 

信頼済みデバイスとして登録した端末を信頼済みデバイスから解除する方法は、以下の通りです。 

 

① 本学の Office 365 画面を表示します。 

 

 

② 画面右上のユーザーアイコンをクリックした後、画面右下に表示された「マイアカウント」をクリック

します。 
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③ 「マイアカウント」画面が表示されたら、左メニューの「セキュリティとプライバシー」をクリックし

ます。 

 

 

④ 「追加のセキュリティ検証」の「セキュリティ検証設定を追加または変更します。」をクリックします。 
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⑤ 「アカウントのセキュリティに使用する電話番号を更新します。」をクリックします。 

 

 

⑥ 「追加のセキュリティ確認」画面が表示されたら、「復元」をクリックします。 
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⑦ 以下の画面が表示されたら、「閉じる」をクリックします。 

 

 

⑧ 「追加のセキュリティ確認」画面で「キャンセル」をクリックし、操作を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本手順によって信頼済みデバイスの登録を解除した場合、対象ユーザーが信頼済みにした全端末の全ブ

ラウザの登録が解除されます。 

  

 

 


